
「『ギ
ロ
チ
ン
疑
惑
の
漁
業
補
償
6
千
万
円


l

5
月
日
目
、
正
式
に
拒
否
し
た
。
円
以
大

r

の
理
由
は
、
排
水
門
の
開
放
で
流
入
す

る
海
水
に
よ
っ
て
潮
受
け
堤
防
内
の

「
ガ
タ
土
」
が
え
ぐ
ら
れ
、
諌
早
湾
か

ら
有
明
海
に
広
が
り
、
指
仰
葉
被
害
を
も

た
ら
す
と
い
う
の
だ
。
不
漁
に
あ
え
ぐ

有
明
海
漁
民
の
苫
し
み
を
逆
手
に
と
っ

た
よ
う
な
理
刷
で
あ
る
。

業
こ
そ
不
漁
の
最
大
の
版
同 

「
農
水
省
の
自
作
自
演
」

機
か
に
、
白
年
4
月
か
ら
約
1
カ
月

実
施
さ
れ
た
知
則
関
門
調
査
で
は
ア
サ

リ
の
死
(
「
賠
死
」
と
呼
ぶ
)
な
ど
の
被

害
が
出
た
と
し
て
、
農
水
省
は
昨
ノ

f
t

小
-

ば
し
て
か
ら
潮
の
ぬ
る

う
(
遅
く
)
な
っ
て
赤
潮
も
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
。
ノ
リ
の
色
落
ち
も
早
う
な
っ
た
」

肝
年 
4
月
の
諌
早
湾
閉
め
切
り
、
別

は

ニ

〉

ヒ

り

く

一

み

九 

じ

穂

(
瑞
魁
町
)
、
神
代
(
国
見
町
)
、
士

一明
一…
(
同
)
の 
4
漁
協
に
合
わ
せ
て
約
6

千
万
円
の
補
償
金
を
支
払
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
で
あ
る
。

諌
早
湾
首
汗一
を
歩
き
回
っ
て
漁
民
た

ち
に
話
を
聞
く
と
、

「肝
年
の
閉
め
切
り
以
降
、
ア
サ
リ
の

生
育
は
ず
っ
と
よ
く
な
い
。
短
則
調
査

期
間
中
に
も
ア
サ
リ
は
死
ん
だ
が
、
そ

れ
は
い
つ
も
と
同
じ
。
特
に
開
門
調
脊

を
や
っ
た
か
ら
で
は
な
い
」

a

'

O

と
口
々
に
証
言
す
る
。
中
に
は
短
期

調
査
の

「被官官
」
と
農
水
省
の
補
償
は

「
自
作
自
演
で
す
た
い
」
と
一一同
う
漁
民

も
い
た
。

そ
も
そ
も
、
ア
サ
リ
が
ど
れ
だ
け
死

ん
だ
の
か
も
良
水
省
は
公
表
し
て
い
な

い
。
「
補
償
制
似
の
算
定
に
絡
み
、
個
人
情

報
に
つ
な
が
る
こ
と
だ
か
ら
」(
九
州
民

政
局
)
だ
と
い
う
。
海
本
側
入
前
の 
4

月
と
海
志
付
人
後
の 
6
月、
 

9
月
の 
3

問
、
諌
早
湾
内
の
目
地
点
、
各
却
ポ
イ

ン
ト
で
調
査
を
し
た
結
果
、
「牧
師
-
化
率
に

明
ら
か
な
差
が
認
め
ら
れ
た
」
と
言
う

ば
か
り
で
あ
る
。

農
水
省
か
ら
被
官
調
査
を
委
託
さ
れ

た
財
団
法
人
・
九
州
環
境
百
朗
建
耳
が

ま
と
め
た
文
書
じ
よ
れ
ば
、
ふ
だ
ん
は

淡
水
化
さ
れ
て
い
る
堤
防
内
の
調
整
池

に
短
期
間
門
調
倉
で
海
水
を
出
し
入
れ

し
た
結
染
、
諌
早
湾
奥
部
で
極
分
が
平

均
過
度
の
3
八刀の 

2
程
度
ま
で
低
下
。

に
ご
り
(
濁
皮
)
も
海
志
川
村
人
前
の
叩

前
後
か
ら
ピ 

ク
値
で 
9
0
0
程
度
ま

l

で
上
昇
し
た
こ
と
な
ど
で
ア
サ
リ
が
姥

死
し
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、

元
中
央
水
産
研
究
所
内
全
長

の
佐
々
宅
弘
之
氏
は
、

「
も
と
も
と
ア
サ
リ
は
河

μ
の
低
塩
分

に
な
る
領
域
に
生
'
品
す
る
も
の
だ
し
、 

9
0
0
と
い
う
に
ご
り
も
排
水
門
そ
ば

の
数
値
で
、
ア
サ
リ
の
養
殆
場
で
は
数

十
程
度
。
そ
れ
で
ア
サ
リ
が
死
ん
だ
と

は
言
え
な
い
。
第

一
、
農
水
省
は
事
前

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
被
害
が
出
な
い
と
予
測
し

て
い
た
ん
で
す
」

と
指
摘
す
る
。
良
水
省
が
短
期
調
貸

の
事
前
説
明
会
で
配
っ
た
文
書
も
「
漁

業
へ
の
影
特
の
可
能
性
は
小
さ
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
」
と
明
記
し
て
い
る
。

中
長
期
調
査
阻
止
の
布
石

子
を
観
察
し
て
い
た
長
崎
県
・
県
南
水

あ 

か
と
か

し

産
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
秋
、
水
尚
志

所
長
も
こ
う
語
る
。

「短
期
調
査
中
に
ヘ
テ
ロ
シ
グ
マ
赤
潮

が
断
続
的
に
発
生
し
て
い
た
が
、
こ
の

赤
潮
は
毒
性
は
強
く
な
く
、
魚
介
類
が

姥
死
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
漁

民
か
ら
ア
サ
リ
に
被
害
が
出
た
と
い
う

話
も
聞
い
て
い
ま
せ
ん
」

な
に
よ
り
、 

4
漁
協
中
最
大
で
、
ア

サ
リ
養
殖
が 
平
も
盛
ん
な
小
長
井
漁
協

の
ア
サ
リ
の
渦
雄
高
を
見
る
と
、
町
年 

6
1
7
ト
ン
マ
鮒
年
5
2
1
ト
ン
マ
的

年
3
8
7
ト
ン
マ
∞
年
5
9
4
ト
ン
マ 

H

s
e

h
J

H

午抽師
 

十
湾
干
拓
事

1
0
海

自
然
を
大
改
造
し

名
「
ギ
ロ
チ
ン
」
以
降
、
不
漁
に
苦
し

む
有
明
海
沿
停
の
あ
る
漁
民
は
そ
う
嘆

ノ¥。の
変
化
か
ら
、
そ
う
肌
身
に
感
じ
て
い

る
有
明
海
の
漁
民
た
ち
は
、
潮
受
け
堤

防
の
排
水
門
を
聞
く
中
・
長
期
開
門
調

査
で
漁
業
被
害
と
の
問
果
関
係
の
調
査

を
求
め
て
き
た
。

-A

・ 

02年の短期開門

調査で水門が開か

れ、堤防内の調整

池(左)に有明海の

海水が流れ込んた

a
-

諌
早
湾
岸
の
小
長
井
(
小
長
井
町
)
、
瑞 

L

3

り

ー
‘
孟

そ
の
要
望
を
、

屯
井
善
之
島
水
相
は 

短
期
調
査
中
に
諌
早
苗
序
4
漁
協
を

巡
回
し
て
漁
業
被
害
の
有
知 

海
の
様

E
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環境

M
W

U fF

旧
年 
2
2
2
ト
ン
マ
他
年
4
0
4
ト
ン

マ
閃
年 
5
2
2
ト
ン
と
、
回
年
が
最
悪

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
短

期
調
査
後
に
稚
只
が
大
は
発
生
し
、
昨

年
は 
3
年
ぶ
り
に 
5
0
0
ト
ン
台
に
回

復
し
た
。
結
果
と
し
て
、
短
期
間
門
調

査
で
「
逆
に
好
膨
特
が
あ
っ
た
」
と
い

う
の
が
大
五
の
漁
民
の
見
万
だ
。

一
方
、
諌
早
湾
閉
め
切
り
後
に
ア
サ

リ
の
大
盈
死
は
数
回
あ
っ
た
。
漁
民
た

ち
は
「 

拓
の
排
水
の
せ
い
だ
」
と
農

水
省
の 

拓
呪
梯
所
な
ど
に
補
償
を
求

め
た
が
、
干
拓
事
務
所
は
原
と
し
て
悶

果
関
係
を
認
め
な
か
っ
た
。

で
は
な
ぜ
、
明
白
な
被
害
が
な
か
っ

た
位
年
分
だ
け
補
償
金
が
払
わ
れ
た
の

か
。
そ
れ
は
、
中
・
長
期
間
門
調
食
を

閉
止
す
る
布
石
と
し
て
、
民
水
省
が
一知

期
調
査
だ
け
は
や
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
か
ら
だ
ろ
う
。

年
完
成
で
政
治
決
着

位
年
4
月
日
日
深
夜
、
短
期
潟
資
を


求
め
る
佐
賀
、

補
問
、
熊
本
の 
3
県
漁


連
会
長
と
、
干
拓
推
進
の
立
場
か
ら
短


期
調
沓
絶
対
反
対
の
-
長
崎
県
知
事
が
武


部
勤
農
水
相
(
当
時
)
を
交
え
、
東
京


で
会
議
し
た
。
会
合
に
は
福
間
選
出
の


古
賀
局
、
長
崎
選
出
の
久
間
平
生
の
両


衆
院
議 

も
立
ち
会
っ
た
。


こ
こ
で
ま
と
ま
っ
た
の
が
、
侃
年
の

干
拓
完
成
を 
3
限
撤
迷
会
長
が
の
む
か

わ
り
に
、

長
崎
県
知
事
が
短
期
調
査
を

の
む
と
い
、
つ
政
治
決
着
だ
っ
た
。
開
年

完
成
の
た
め
に
は
、
半
年
か
ら
数
年
、

工
叫
を
中
断
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
中
・

長
期
調
盆
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
農

水
省
は
短
朋
調
企
実
施
と
引
き
換
え
に 

3
阻
指

定
ト
ッ
プ
に
中
・
長
期
調
査
の

見
送
り
を
認
め
さ
せ
た
格
好
だ
。

哀
を
返
せ
ば
、
農
水
省
は
ど
う
し
て

も
短
期
調
査
だ
け
は
実
施
す
る
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、 

3
県
漁
連

と
は
違
っ
て
、
諌
早
湾
内 
4
漁
協
は
狭

い
排
水
門
か
ら
海
水
が
出
入
り
す
る
こ

と
で
漁
業
被
災
が
出
る
と
強
硬
に
反
対

し
た
。

諌
早
の
漁
民
に
よ
れ
ば
、
短
期
調
査

の
地
元
説
明
会
で
長
崎
県
の
干
拓
室
の

験
日
が
「
中
・
長
期
調
査
を
?
り
せ
な

い
た
め
に
蝿
期
調
食
に
協
均
し
て
く
だ

さ
い
」
と
言
っ
た
と
い
う
。

知
期
調
脊
で
は
、
農
水
省
が
排
水
門

の
開
け
方
を
工
夫
し
て
漁
業
被
害
は
で

な
か
っ
た
が
、
同
省
は 
4
漁
協
を
説
得

す
る
た
め
、
初
め
か
ら
被
害
が
出
ょ
う

と
出
ま
い
と
補
償
金
を
払
う
心
積
も
り

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
農

水
省
の
中
・
長
期
調
査
見
送
り
の
判
断

は
、
そ
の
時
点
で
す
で
に
決
ま
っ
て
い

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

4
漁
協
の
立
場
は
微
妙
だ
。
も
と
も

で
ミ
す
、
漁
民
た
ち
の
多
く
は
結
局
、

一
人
当
た
り
却
万
円
ほ
ど
。
そ
れ
で
も
、

自
分
た
ち
の
生
活
を
破
壊
し
た
ほ
か
な

生
活
が
苦
し
い
漁
民
は
現
金
が
欲
し
い
。

ら
ぬ
干
拓
の
て
事
現
場
で
働
か
ざ
る
を

「
不
満
を
抑
え
る
ア
メ
で
す
た
い
」
と

え
な
く
な
っ
た
。
「
農
水
省
に
だ
ま
さ
れ

あ
る
漁
民
は
白
噸
気
味
に
言
っ
た
。

た
」
と
漁
民
の
多
く
は
言
、っ
。

湾
内
漁
民
が
干
拓
反
対
に
転
じ
れ
ば

状
況
は
大
き
く
変
わ
る
。
被
害
が
維
認

続
く
漁
民
の
苦
し
み

さ
れ
な
い
の
に
、
「
あ
っ
た
」
と
し
て
出

75 

と
4
漁
協
は
干
拓
反
対
だ
っ
た
。
大
型

生
活
を
干
拓
工
事
に
頼
っ
て
い
る
以

水
省
が
漁
業
補
償
を
支
払
っ
た
の
は
、

の

一枚
貝
タ
イ
ラ
ギ
の
潜
水
漁
で
年
間

上
、
彼
ら
は
今
は
干
拓
推
進
の
立
場
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
だ
っ
た
よ
う
だ
。

水
揚
げ
が
2
0
0
0万
円
を
超
え
る
漁

た
だ
、
工
事
が
前
年
に
完
成
し
た
後
は

3
県
漁
民
は
四
年
の
「
政
治
的
取
引
」


民
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

ど
、
?
す
る
の
か
。
本
当
は
漁
で
暮
ら
し

に
激
怒
。
漁
迎
会
長
を
突
き
上
げ
、
そ


と
こ
ろ
が
、
農
水
省
と
長
崎
県
に
「
諌

た
い
。
短
期
調
査
で
実
証
さ
れ
た
よ
う

の
後
も
中
・
長
期
調
夜
を
要
求
し
続
け


円七
 

の
防
災
に
協
力
し
て
欲
し
い
。
干

に
、
排
水
門
を
開
け
れ
ば
こ
の
海
は
よ

て
お
り
、 

5
月
白
日
に
は
総
決
起
襲
五


ご
ん 

一つ

拓
を
し
て
も
漁
業
は
可
能
で
す
」
と
懇

み
が
え
る
と
一事
つ
漁
民
も
少
な
く
な
い
。

を
聞
い
た
。
短
期
調
査
の
顛
末
を
見
れ

願
さ
れ
、
補
償
金
で
の
切
り
崩
し
も
あ

が
、
養
防
相
ア
サ
リ
の
種
子
や
砂
を
買
う

ば
、
農
水
省
の
中
・

長
期
調
斎
見
送
り

っ
て
干
拓
を
受
け
入
れ
た
。

に
も
干
拓
を
進
め
る
農
水
省
や
県
の
補

の
「
漁
業
被
害
が
出
る
」
と
い
う
理
由

工
事
が
始
ま
る
と
、
タ
イ
ラ
ギ
漁
は

助
金
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
短
期
調

は
破
綻
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
。

壊
滅
。
ア
サ
リ
の
養
殖
だ
け
で
は
生
活

査
の
補
償
金
は
小
長
井
漁
協
の
場
合
、

ル
ポ
ラ
イ
安
永
尾
俊
彦

る
。 

陳
早
湾
干
拓
事
寮
と
は

年
、
有
明
海
で
空
前
の
ノ
リ
の

湾
の 
3
分
の
ー
を
閉
め
切
り

色
落
ち
被
害
が
起
き
、
農
水
省
は
第

三
者
委
員
会
を
設
置 
-
問
委
員
会
は

構
想
当
初
の
目
的
は
コ
メ
"
つ
く
り

m

事
業
と
の
因
果
関
係
を
検
証
す
る
た

め、
 

2
カ
月
程
度
(
短
期
)
、
半
年
程

1
9
5
2年
に
水
田
造
成
を
目
的

と
内
部
堤
防
の
聞
に
調
整
池
が
設
け
度
(
中
期
)
、
数
年
(
長
期
)
の
開
門

に
長
幡
大
干
拓
檎
想
と
し
て
持
ち
上

ら
れ
、
背
後
地
の
水
は
け
を
よ
く
す
調
査
を
建
言
し
た
。
開
門
調
査
と
は
、


が
っ
た
。
今
の
事
業
に
な
っ
た
の
は


る
た
め
、
調
整
池
の
水
企
は
海
抜
マ
ふ
だ
ん
は
水
を
出
す
だ
け
の
排
水
門


位
年
。
背
後
の
低
地
の
排
水
直
蓄
や


l

イ
ナ
ス 
1
メ
ー
ト
ル
に
保
た
れ
て
い
か
ら
海
水
を
出
し
入
れ
し
、
調
整
池


洪
水
、
高
潮
な
ど
の
防
災
対
策
と
畑


る
。
こ
の
水
は
干
拓
地
の
農
業
用
水
や
有
明
海
の
水
質
、
潮
流
な
ど
の
変


作
が
目
的
で
、
総
事
業
費
約
2
5
0
 

で
も
あ
る
。
抜
群
の
浄
化
能
力
の
あ
化
を
調
べ
る
こ
と
。


0
億
円
。
関
年
着
工
。
進
捗
率
は
凶


っ
た
諌
畢
+
潟
を
つ
ぶ
し
、
流
入
河
位
年
の
短
期
調
査
後
、
農
水
省
が


年
度
末
で
予
算
べ 

ス
で
缶
%
。


同
省 

を
中
心
に
設
置
し
子
操
討

湾
の 
3
分
の 
1
の
3
5
4
2
ヘ
ク

川
の
水
を
貯
め
て
か
ら
マ
イ
ナ
ス 
1

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
排
水
し
て
い
会
識
は
昨
年
末
、
中
・
長
期
詞
査
で

タ
ー
ル
を
約
7
キ
ロ
の
潮
受
け
堤
防

る
。
こ
の
排
水
や
閉
め
切
り
に
よ
る

一
期
待
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と

で
閉
め
切
り
、 

9
4
2
ヘ
ク
タ
ー
ル

潮
流
の
鈍
化
な
ど
が
漁
業
被
害
の
原

一
を

盟
理

記
で
ま
と
め
、
農
水
禍
の

の
農
地
を
造
成
す
る
。
潮
受
け
堤
防 

因
だ
と
有
明
海
漁
民
は
主
張
し
て
い

一
最
終
論
断
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。

mO
B

E
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